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対面と遠隔の分散授業が水泳の技術獲得に及ぼす影響の検討

Investigating the effect of hybrid teaching on the acquisition of swimming skills

　　　　　　 キーワード：分散授業、水泳、泳力差
　　　　　　 Keywords: hybrid classes, swimming, swimming skill difference

　　　　　酒井　紳　　　永井 将史　　　本田　宗洋 　   　　　

　　　　　　  SAKAI Shin　　　 NAGAI Masashi　　　HONDA Munehiro　

１．はじめに

2019年の後半から、日本においても新型コロナウ
イルス (以下 COVID-19 ) の蔓延が始まり、その感
染対策として、東京女子体育大学においては、2020

年4月から6月までは全面的に遠隔授業が行われ、
以降は対面授業と遠隔授業を併用した「分散授業」
という形式で授業が行われた．このような状況の中、
COVID-19 により変更せざるを得なくなった授業方
法に関する研究や報告が数多く行われている（葛城、
2021；西屋ほか、2020；澤辺、2021）．しかし、それ
らの多くは講義形式の授業を対象とした研究が多く、
体育などの実技科目を対象とした研究や報告は多く

はない．東京女子体育大学には、実技を主とした科
目が多く存在することから、実際にその種目を直接行う
ことが求められることから、実技授業における効果的
な遠隔授業の在り方について検証することが必要で
ある．
本研究で対象とした水泳は、水を媒介として行わ

れる運動であり、この非日常性を考慮すると実際に水
に触れることができるプールで授業を行うことが好まし
いと考えられる．水泳の授業に関しても、遠隔と対面
授業を併用した授業を評価した研究が行われている
が、視覚的な教材が学生の泳力に与える効果を検
討したものや、遠隔授業後の集中授業で行われた水
泳の効果を検討したものにとどまっている（坂口・合屋、
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2020；花井、2021）．
東京女子体育大学では、水泳は 1 年生の必修授
業となっており、2019 年度は 15 回の全てが対面授
業、2020 年度と 2021 年度は、対面授業と遠隔授業
を併用した分散授業を行う形となった．
このような授業形態であっても、全授業が対面授
業の際と同様の授業の質を担保する必要があるが、
授業形態が変更されたことが学生の泳力にどの程度
影響したかに関しては不明である． 

そこで本研究では、全授業を対面授業として受講
した2019 年度（90分×15回）と、「分散授業」を用い
た 2020、2021 年度（100分×14回）の授業内容およ
び学生の泳力を比較することで、水泳授業の質が担
保できたかを事例的に研究することを目的とした．

２．研究方法

２．１　対象者
本研究の対象者は 2019 から 2021 年度に東京女

子体育大学で開講された「水泳 Ia 」の受講者962名
（2019 年度 337 名、2020 年度 334 名、2021 年
度 291 名）であった．

２．２　授業概要
水泳 Iaでは、水泳運動技能の習得ならびに、教え

るための分析能力に関する問題意識の形成を教育
内容とし、学期末の泳力テストにおいて25mクロール、
平泳ぎ、背泳ぎの測定を行い、3種目で25m完泳す
ることを実技到達目標としている．
各年度により、授業形態が異なるため簡単に概要

を説明する．2019 年度は前期 15 回 90 分の授業が
展開された（表1）．2020 年度は第 1 回目から第 8 

回目までの授業が遠隔となり、対面授業回数が 3年
間で最も少ない年度となった（表2）．しかしながら、
泳力に関して不安のある学生にのみ、ごく少人数で
の対面授業を実施しており、対象学生は第8回以前
に大学のプールで泳法練習を行った．また、12 回
目に泳力テストを行い、実技到達目標に到達できて
いない学生向けに 13、14 回目に補習授業を行った．
2021年度は第 1 回目から完全に遠隔と対面の分散

授業が行われ、表3に示す流れで授業が行われた．
2021 年度においても第13週に泳力テストが行われ、
到達目標に達していない学生に対しては補習授業を
行った．
また、表2、3 に、2020年度と2021 年度の授業内
容を示した表に遠隔授業で行った授業内容を記載し
た．どちらの年度も灰色でブラインドがかかりボール
ド体になっているものが遠隔授業の内容を示してい
る．

2020年度は、9回目から遠隔と対面の分散授業を

表1．2019年度前期水泳 Iaシラバス概要

表2．2020年度前期水泳 Ia授業計画概要
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行っているが、この年度は対面授業の場合でも遠隔
授業を受講するようになっていた．そのため、9回目の
授業では学籍番号が奇数の学生は対面授業に参加
し、かつ後日遠隔課題を提出するシステムになって
いた．

2021年度は、初めから遠隔授業と対面授業の分
散授業であっため、遠隔授業の際は、遠隔授業の
みを受講し、対面授業の際は対面授業への参加の
みであった．そのため、2021年度の授業計画では各
遠隔課題が2回ずつ表に記載されている．
また、2020年度、2021年度ともにスタート・タッチ・
ターンの①ではクロールと背泳ぎの内容を扱い、②
では平泳ぎの内容を扱った．

２．３　泳力テスト
各年度に共通して、前期期間の後半にクロール・

背泳ぎ・平泳ぎの順に 25 m の測泳を行った．記録
に関しては、授業担当者のスタート合図でストップ
ウォッチによる測定が開始され、各レーンの学生が 

25 m を泳ぎ切ってプールサイドに手をつくことで計測
終了とした．
計測は 1 度に 4 名までとし、1 種目ごとに測定を

行ったため、各泳法間には十分な休息があった．
各年度の泳記録の比較のために、泳記録を5秒
間隔で分割し、各泳記録の記録帯に授業参加者数
の何人がいるかを割合で示した．これは、各年度によっ
て授業参加者数が異なるため、絶対値での評価が

できないため、各年度の全授業参加者数に対する割
合によって示した．

２．４　泳法評価
泳力テスト同様に泳法に関しても各年度で比較を

行った．泳法は水泳授業を複数年担当している各
授業担当者が泳法の出来栄えを 3 段階で評価した．
2019 年度と 2020 年度では 3 名の教員が各担当授
業の学生の泳法を評価し、2021 年度は 2 名の教員
が担当授業の学生の泳法を評価した．
泳法に関しては問題なく泳げている場合をA、修
正点はあるものの泳げている場合をB、何とか足をつ
かずに泳いでいる場合をCとして評価した．本研究で
はA評価の場合を 30 点、B 評価の場合は 20 点、
C 評価の場合を 10 点とし、クロール・背泳ぎ・平泳
ぎでそれぞれ評価を行ったため、最高点は 90 点と
なった．得点が 30 点未満の場合は、25 m 未完泳も
しくはテストを受けていない種目が含まれることとなる．
泳法に関しても獲得帯に含まれる人数を各年度の
人数で割った割合の人数を示し、年度ごとに比較を
行った．

２．５　遠隔授業の理解度
水泳 Ia では、2020、2021 年度において遠隔授
業で水泳指導法の授業を行った．遠隔授業では指導
の要点を動画にまとめ、オンライン上にアップロード
した動画を学生が視聴し、Forms (Microsoft社 ) を

利用して課題を提出させた．課題の最後に授業の理
解度を5段階で評価を求め、課題を提出した学生の
人数で割ることにより理解度の割合を示した．

2020 年度は授業の8回目まで全授業が遠隔だっ
たため、2021 年度よりも遠隔課題の回数が多くなっ
ている．また、遠隔課題は泳法以外の水泳に関わる
内容も取り扱っているが、本研究では前期の課題で
あるクロール、背泳ぎ、平泳ぎの遠隔課題の理解度
のみを示すこととする．

表3．2021年度前期水泳 Ia授業計画概要
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３．結果

３．１．各年度の泳記録の比較
図 1 と表 4 はクロール、図 2 と表 5 は背泳ぎ、図 

3 と表 6 は平泳ぎの各年度の泳記録を図表にして示
したものである．結果は、泳記録を5秒ごとで分割し、
それぞれの記録区間に含まれる人数の各年度におけ
る割合で示した．
泳記録の平均タイムは、クロール＜背泳ぎ＜平泳

ぎの順に記録となっているが、これは泳法の特徴で

あり、競泳の日本記録でも同様の傾向が読み取れるこ
とから、本学の学生においても同様の特徴が示され
た．
また3泳法に共通して、泳記録は各年度を通して
大きな違いは観察されなかった．そのため、水泳 Ia 

では対面と遠隔の分散授業でも2019年度以前と変わ
らない成果を得られていたと考えられる．
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図1．クロールの年度別泳記録割合 図2. 背泳ぎの年度別泳記録割合

表4．クロールの年度別泳記録割合 表5．背泳ぎの年度別泳記録割合
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３．２．各年度の泳法評価の比較 
泳記録同様に、泳法評価の結果を表7に示した．
泳法評価に関しは、2021 年度と 2020 年度では大き
な差は示されなかったが、2021 年度は 60点の人数
割合が他の2年に比べ少なく、30 点に占める学生の
割合が他の2 年よりも少し高い結果を示した．また、0

点に数値が含まれているが、これは様々な事情により
泳力テストを未受験の学生がいることを示している．

図3. 平泳ぎの年度別泳記録割合

表6．平泳ぎの年度別泳記録割合

表7．泳法評価における得点の人数割合

表8．2020年度遠隔授業内容と学生の理解度

表7．泳法評価における得点の人数割合
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３．３．２０２０、２０２１年度における遠隔授業の理解度
2020、2021年度に実施した遠隔課題における水

泳指導法の理解度を表8、9に示した．年度に関わら
ず、全授業で「非常に理解できた」と「理解できた」を
選択した学生が85%を超える結果となった．

４．考察

４．１．泳力と泳法評価に関して
本研究は、COVID-19により行われるようになった

分散授業が学生の泳力に与える影響を調査した．
調査の結果、全15回が対面授業であった 2019 

年度と比較しても、2020、2021年度の成績はそれほ
ど大きな差はみられなかった．そのため、3 泳法の 

25 m 程度であれば、分散授業でも十分な効果が得
られると考えられる．

2020 年度は 2021 年度に比べて対面授業回数は
少なくなっているが、9 週目以前に泳力に不安のある
学生を対象に少数で対面授業を行っており、この対
応が結果として他の年度と比較しても泳力不足の学
生を減少させる結果に結びついたと考えることができ
る．
また、2019 年度と比較して 2020、2021 年度に泳
力差がなかったことに関しては、施設に関する制限と
いう考え方もできる．本学の屋内プールは 25 m × 8 

レーンのプールとなっているが、2019 年度は 1 回の
授業に 60 名近い学生が集まり授業を行っていた．一
方、2020、2021 年度は、授業回数は少ないものの
分散授業を展開することで 1 回に 30 名弱の学生で
の授業が行われた．その結果、分散授業では 1 回
の授業で学生が泳ぐ回数や距離をより多く確保するこ
とができ、さらに授業担当者がより泳力不足の学生に

目を向けることが可能になったことで、泳力を下げるこ
となく授業の質を担保することができたと推察すること
ができる．
泳法に関しても、各年度で大きな差は観察されな

かったが、2021 年度に関しては60点の学生の割
合が少なく、30点の学生の割合が2019、2020 年
に比べ少し高くなっていた．そのため泳記録としては
例年と比較しても変化が示されなくとも泳ぎ方が未
完成と評価される学生が複数名いたことが読み取れ
る．2020 年度は 2021 年度よりも対面での授業回数
が少なかったが、2019 年度と泳法評価には差が示
されなかった．これは、9回目の授業前に泳力に不安
のある学生複数名に対して補講授業を展開していた
ことで、泳法に対して十分な配慮ができていた可能
性を示唆している．一方で2021 年度は、授業回数
は2020 年度よりも多かったが、分散での対面授業で
あったため泳力に不安のある学生への対応回数が
少なくなり、泳法の点数が低い学生の割合が多くなっ
た可能性がある．70点以上の学生割合に変化がな
かったのは、70-90点の学生は授業前から泳力を十
分に有していた学生が含まれることが考えられる．
しかしながら、泳法に関しては各授業担当者が泳
法を評価しているため、客観的評価のできる泳記録よ
りも科学的根拠に欠けることを認識しておかなければ
ならない．また、2020 年度から水泳を担当する教員
が変更しているため、評価に違いが生まれている可
能性がある．しかしながら、前述の問題が生じていた
としても各年度であまり大きな差が見られなかったとい
うことは、分散授業でも十分な質を保証できたことを
示している．また、2020年度の結果から、泳力不足
の学生への対応により、授業回数の確保や少人数
指導による指導の充実により授業の質を保証できると
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表9．2021度遠隔授業内容と学生の理解度
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考えられる．

４．２．遠隔授業による指導法の理解度
全課題において授業の理解度は「非常に理解でき

た」、「理解できた」で 85％ を超える結果となっており、
指導方法に関しては遠隔授業を用いることで十分に
学生の理解度を得ることができることが明らかとなっ
た．
しかしながら、各授業で 1 割の学生は「普通」を
選択し、少数ではあるが「理解できなかった」、「全
く理解できなかった」を選択している学生も存在した．
傾向として、水泳が苦手な学生の方が「理解できな
かった」、「全く理解できなかった」を選択していること
が確認できたため、遠隔授業に関してもよりわかりや
すい内容を考える必要があると考えられる．

５．研究の限界

東京女子体育大学における水泳 Iaでは各年度で
大きな泳力差は確認されなかった．しかしながら、こ
の泳力差が授業内容の違いによるものなのかは慎重
に見極めなければならない．本研究は、学期末に行
われた泳力テストの結果のみで泳力を比較している
ため、4 月の授業開始時の学生の泳力は不明である．
そのため、分散授業が COVID-19 蔓延以前と同様
に学生の泳力向上に貢献しているかは各年度の授
業開始前後の泳力の成長率を比較する必要がある．

６．今後の課題

本研究では、東京女子体育大学の前期授業であ
る水泳 Ia に着目して研究を行った．その結果、25 m 

の 3 泳法では各年度であまり差は見受けられず、分
散授業でも十分に学習効果を残せることが示された．
しかしながら、後期授業の水泳 Ib の泳力テストは 

100 m 個人メドレーとなり、4泳法の習得に加え持久
力も必要となるため、水泳 Ia以上に分散授業が学生
の泳力に与える影響が大きいことが予想される．その
ため、今後の課題としては、水泳 Ib の課題である 

100 m 個人メドレーの成績に着目し、研究を行うこと

で前期とは違った知見を得られることが予想される．
 また、本研究では各年度の泳力を確認したが、
統計的な手法を用いていないため、今後の研究では
統計手法を用いることで、より明確に違いを明らかに
できると考えられる．
　

７．まとめ

本研究は、対面授業と遠隔授業による分散授業を
余儀なくされた 2020、2021 年度と全授業が対面授
業であった 2019 年度の学生の泳力を比較することで
分散授業の授業効果を検討した．その結果、以下の
ことが明らかになった．
１．泳力に関しては、各年度で大きな差は観察され
ず分散授業でも泳力に関して学習効果が示された．
２．泳法に関しても、泳力同様に分散授業によって
十分な学習効果があることが示された．
３．遠隔課題の授業理解度から、指導法は遠隔課
題を用いることで効果的に学べる可能性が示された．
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